泳合会水泳部ＯＢ／ＯＧの皆様へ

　日中汗ばむような季節となりましたが、皆様におかれましてはご健勝の事と存じ上げます。今年もこの会報をお送りさせていただく季節＝シーズンインになりました。今回の目標は、全国高専大会の連覇です。昨年5回目の総合優勝を成し遂げ、単独で最多優勝校となりました。次は優勝回数10回を目指したいと思います。今年も新戦力が入りました。いろいろとご報告があります。是非、最後まで目を通していただけると幸甚です。

＜全国高専大会報告＞

　平成24年度の全国高専大会は、広島県で行われました。私（寺田）は、ロンドンパラリンピック水泳競技日本代表監督でしたので、当日はロンドンから電話での指導でした。大会前の予想では、一昨年突如として出てきた松江高専（H23年度優勝校）ではなく、準優勝の鈴鹿高専との一騎打ちだと思っておりましたが、ふたを開けると決勝レース前半が終わった段階で2位の松江高専とは35点ほどの開きを持ってトップを独走しておりました。しかし、後半に入りあれよあれよという間に、最終の男子400ｍリレー前に松江高専に1点逆転され、リレーは得点が倍になりますので、上位に入ったチームが優勝となる展開までいきました。決勝レースの最初に行われた男子400ｍメドレーリレーは、その松江高専が大会新記録で優勝していますので、とても苦しい状況ではありましたが、リレーの優勝は逃しましたがなんとか2位に食い込み、松江の3位を上回り最後のレースで1点差を覆し5回目の総合優勝をすることが出来ました。いつもながら胃の痛い展開でした。この大会で特筆する事が3つあり、1つ目は優勝得点が全国高専大会始まって以来の100点越えでした。優勝の神戸が104点、松江が103点です。3位の鈴鹿でも75点あり、この鈴鹿の得点が今までの優勝得点でした。2つ目に決勝レース18種目のうち、神戸高専だけが全種目選手を決勝レースにコマを進めました。総合力を見せました。3つ目に最後のリレーで2位に食い込んだメンバーは全て1年生でした。今年も含め、あと4年間は楽しめます。このリレーメンバーの1年生は、後にも書きますが県高校総体でも快挙を成し遂げました。　　

女子にも明るいニュースがあります。神戸の強さは「女子にあり」です。川上が100ｍ平泳ぎを連覇しました。今年は3連覇で特別表彰を狙います。また、昨年に引き続き、女子リレーを大会新記録で優勝しました。（得点加算なし）今年度からこの女子リレーも得点化されることになり、ますます強化に力が入っています。

今年の大会は秋田です。30名近くの大移動になります。OBの方々には、ご支援などご迷惑をおかけしますが、また、良い結果を報告できるよう頑張る所存です。よろしくご指導お願いいたします。
　　　　　　　　　　　　2005年　準優勝（1点差）　　　　　     優勝は福島高専

　　　　　　　　　　　　2006年　優勝（30点近くの大差）　      準優勝は福島高専

　　　　　　　　　　　　2007年　優勝（3点差）　               準優勝は福島高専　　
　　　　　　　　　　　　2008年　準優勝（ﾘﾚｰで逆転1点差負け） 優勝は福島高専

　　　　　　　　　　　　2009年　優勝（3点差）　　　　　       準優勝は福島高専

  　　　　　　　　　　　2010年　優勝（2位と47点差ﾀﾞﾌﾞﾙｽｺｱｰ） 準優勝は福島高専

　　　　　　　　　　　　2011年　３位（松江78点　鈴鹿68点　神戸58点）
　　　　　　　　　　　　2012年　優勝104点（1点差）           準優勝は松江高専
１．ご寄付に関する報告

毎年多くの方々からご寄付をいただき、本当に感謝しております。下記に会計を掲載しておきます。寄付金につきましては、本年もこの会報の郵送代や学生の活動に支援させていただきました。学生も部費を毎月出したり、マスターズ大会の運営を手伝ったり、初心者水泳教室での謝礼を部費に組み入れたり、高専祭での儲けを部費に組み入れたりして自分達でも資金作りを行っています。
本年もＯＢの方々で寄付ご賛同いただけるようでしたら、ご協力御願いしたいと思います。尚、強制ではございません。金額についてもご寄付についても余裕ある時に御願いできたらと考えています。主旨ご理解いただき、水泳部のご支援をお願いいたします。

　　　　郵便局　　　　記号－１４３６０　  　番号－４２１０２４１　名義－神戸高専水泳部

　　　　三井住友銀行　神戸学園都市出張所　　普通－３５３７６８４　　名義－神戸市立工業高等専門学校水泳部

 平成24年度　水泳部収支決算報告書

　＜収入の部＞           　　　　＜支出の部＞
　繰越金･･････442784円　　　　ドーム補習費････････30000円
　ＯＢ寄付････194000円　　　　会報切手代･･････････16800円
　利子･･･････････  72円　　　　全国援助金･･････････72000円（24名3000円）
　　　　合計　636856円　　　　追いｺﾝ援助･･･････････20000円　

                               ｵｰｽﾄﾗﾘｱ合宿支援金････50000円（5名10000円）

　　　　　　　　　　　　　　　 ATM手数料････････････105円

　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    合計　188905円
＜平成24年度残高＞　　　繰り越し金　447951円

· 2012年12月冬季休業中に、神戸市高校代表合宿に17名中神戸高専から5名という最大人数が選出されました。オーストラリアで20万円以上の旅費のため各自に1万円援助させていただきました。この5名には、他に管理職と水泳部顧問で補助させていただきました。　　　　　　　参加者は、男子－大西（1年）佐伯（1年）森岡（1年）　　女子－木村（1年）川上（2年）
· 今年の全国高専大会は秋田ですので、補助を1名あたり5000円の予定です。

２．水泳部活動状況

1）新入部員9名が（新入生男子6名・新入生女子3名）入りました。現在の部員総勢は、専攻科
　生4名・5年生6名・4年生7名（うち女子1名）・3年生8名（うち女子1名）・2年生12名（女
　子1名）・1年生9名（女子3名）の総勢46名です。新一年生に、兵庫県中学ランキング上位者
　が数名加わっています。全国高専大会だけでなく、県高校総体でも十分に活躍できる学生です。
　良い報告が出来るよう、指導したいと思います。ご期待ください。顧問については、引き続き田
　口秀文（機会工学科）亀屋恵三子（都市工学科）寺田雅裕（一般科体育）です。
2）兵庫県高校総体において、1年生（大西・大宮・佐伯・森岡）の4名で400ｍリレーの決勝に進

　み近畿高校に出場しました。兵庫県の高校男子の状況は、市立尼崎・報徳・関学・仁川学園・三

　田学園・須磨学園・須磨翔風・市川など、水泳で推薦入試があったり、その強化をしていたりす

　る学校ばかりの中、なんと8強に入る事が出来ました。また、個人でも森岡が100ｍバタフライ

　で川上（女子）が100ｍ平泳ぎで近畿に出場しています。今年においては、常連校8校に加え、

　長田高校が強敵です。本校と合わせ十数校でリレーの8枠を狙うことになります。（秋の県高校
　Jr大会では、1年生の部で市川高校に続き総合2位になり、兵庫県下で2位のチームとなってい
　ます。）女子の展望は、昨年やっと高校だけで4名そろいリレーに出場する事が出来ました。1
　名が4年生になり1名が休部してしまい高校が2名になっておりましたが、新1年生に2名加
　わり、なんとか今年も県総体にリレーが組めそうです。実はこの4名で、男子同様、メドレーリ

　レーの決勝進出を狙っています。男子だけでなく、女子でも快挙が起こるかもしれません。女子

　も男子同様、市立尼崎・武庫川・夙川・須磨学園・須磨翔風・市川・姫路商業の7強は固く、後

　の1枠を多くの学校で狙います。その1校に今年はなりそうです。近年は高専大会レベルだけで

　なく、高校大会でも活躍する選手が増えております。是非、高校大会への応援もよろしくお願い

　いたします。

3）昨年に続き、兵庫県のスポーツ表彰金賞・神戸市のスポーツ表彰やユース賞など、数々の表彰
　式に参加しました。
4）平成24年度近畿高専大会は、総合優勝11連覇することができました。昨年は、ほぼ2位の府

　立高専とダブルスコアでした。各種目上位3名が全国高専大会への切符を手にするのですが、ほ

　ぼ神戸が独占状態にあり、本来の目的の一つである「交流」が偏った学校だけになっているとい

　う指摘があり、近いうちには全国高専大会への参加数を規制される可能性があるぐらい圧倒的で

　す。女子においては、完全に神戸高専が独占ですし、男子も昨年はリレーとメドレーリレーの各

　2位チームと他校生が6名（府立2名　和歌山1名　舞鶴1名　明石1名　奈良1名）しか出て

　いない状況です。
　　5）平成24年度大会日程

　　　6月1～2日

県学生選手権（ポートアイランドプール）
　　　6月2日


神戸市立高校大会（神戸市立須磨翔風高校）
　6月21・22・23日

県高校総体（ポートアイランドプール）

　6月29～30日

国公立関西大学選手権（ポートアイランドプール）

　　　7月13日　　　　　 
近畿高専大会（和歌山高専）

　　　7月26・27・28
　 
関西学生選手権（大阪）

　　　7月27～28日

県選手権＆国体予選（ポートアイランドプール）

8月8～9日　
     
神戸市高校大会（ポートアイランドプール）

　　　8月17日　         
水泳部ＯＢとの交流会（神戸高専）13：00～　予定
　　　9月1日　　　
     
全国高専大会（秋田県　県立総合水泳場）

　　　9月7～8日　      
県高校Ｊｒ大会（ポートアイランドプール）

３．水泳部OB交流会

　別紙をご覧ください。多くのご参加お願いします。
４．連絡

　OBへの連絡方法として、水泳部のHPを作成しています。ただし、ほとんど更新出来ていません。すみません。裏神戸高専水泳部HPというのもあるようですよ。
　　水泳部のホームページ　　http://www.kobe-kosen.ac.jp/groups/swim/
　　　　OB専用のページのパスワードは、「maikodai」です。

５．お願い

　近年、年々水泳部を希望してくる学生が増えています。それとともに、家庭的に厳しい学生も増えています。皆さんもご存知の通り、神戸高専宿泊規定では、代表に選ばれている選手の宿泊と片道の交通費しか出ません。また、その宿泊も新神戸に21時に帰ってくることができると宿泊できないシステムになっており、それが市役所の事務職員の規定だそうですが、そこから川西市や小野市に帰る水泳部の学生は試合に疲れ、帰り着くのは12時前ということもあり、自腹で帰りの交通費と宿泊をしています。水泳部員の数名は、奨学金などを利用している学生がいます。できるだけ個人負担の軽減を考えております。繰越金が多くなりつつありますので、例年よりも多く援助しようと考えております。主旨ご理解ください。

６．その他

　この会報はＯＢと在校生をつなぐものです。何か良い情報や、皆様に連絡をしてほしいことなどございましたら、下記のメールアドレスにご連絡下さい。ただし、年に１回の会報誌ですから、タイムリーな話題を提供することは不可能ですが・・・。

                  terada@kobe-kosen.ac.jp

　
７．私の独り言　

　昨年も書きましたが、神戸市内の中学水泳部が激減し、その生徒達の受け入れ場所として教育委員会と手を組み「神戸高専、水泳拠点校」として中学生を受け入れています。この拠点校生が今年は3名入りました。これで専攻科生の増田（高校3年次インターハイ出場）2年連続高専大会優勝と2年連続近畿高校総体出場の川上、そして、昨年活躍した1年生4人組の1人森岡（近畿高校総体出場）。今年の3名も高校総体ではまだ力不足ですが、全国高専では活躍しそうです。今年も39名まで膨れ上がっています。私が勧誘しているというよりは、水泳部の学生を見て、学習に対する姿勢と水泳に対する取り組みを中学校が評価しているのだと思います。ただ、残念なのは今年活躍する長田高校の主力は、全てこの拠点校生です。どうしても高専入学後のイメージが出来ないようです。是非、皆さんに日頃より学校訪問していただき、社会の厳しさを教えたり、卒業後のことをお話していただいたり、コミュニケーションを取ってやってください。挨拶もできないかもしれませんが････。そのときはしかってください。
中学生にも未来が見えると、高専志望者がもっと増えるかもしれません。
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